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【 背 景 及 び 目 的 】

牛 白 血 病 ウ イ ル ス ( B L V )遺 伝 子 は 制 限 酵 素 断 片 長 多 型 ( R F L P )に よ

り 6つ の 遺 伝 子 型 に 分 類 さ れ 、 国 内 で は Ⅰ 型 が 最 も 多 く 、 次 い で Ⅲ

型 が 広 く 浸 潤 し て い る こ と が 明 ら か と な っ て い る 。 本 県 で は B L V遺

伝 子 検 査 を 実 施 し て い る が 、 そ の 遺 伝 子 型 に つ い て は こ れ ま で 調 査

さ れ て い な か っ た 。 そ こ で 今 回 、 過 去 に B L V遺 伝 子 が 検 出 さ れ た 検

体 に つ い て B L Vの R F L P遺 伝 子 型 別 を 行 い 、 品 種 お よ び 出 生 地 別 等 に

よ る 分 類 比 較 を 行 っ た 。

【 材 料 及 び 方 法 】

平 成 2 6年 度 お よ び 2 8年 度 に 採 血 し 、 牛 白 血 病 未 発 症 で B L V遺 伝 子

が 検 出 さ れ た ホ ル ス タ イ ン 牛 (H o l ) 9 2頭 ( 5戸 )お よ び 繁 殖 黒 毛 和 牛 ( J

B ) 8 9頭 ( 6戸 )の 全 血 か ら 抽 出 し た 白 血 球 の 保 存 D N Aを 用 い た 。 ま た 発

症 牛 と し て 、 平 成 1 8年 に 農 場 で 診 断 さ れ た 1頭 ( H o l )、 平 成 2 7年 お よ

び 2 8年 に と 畜 場 で 診 断 さ れ た 2頭 ( J Bお よ び H o l )の 保 存 D N Aに つ い て

も 同 様 に 用 い た (と 畜 場 診 断 牛 は 診 断 前 に 採 材 し た 保 存 D N A )。 そ れ

ら 材 料 に つ い て F e c h n e rら の 報 告 に よ る プ ラ イ マ ー を 用 い た B L Vプ ロ

ウ イ ル ス の e n v遺 伝 子 を 標 的 と し た n e s t e d P C Rを 実 施 し た 。 得 ら れ

た 4 4 4 b pの 増 幅 産 物 に つ い て 、 B c lⅠ 、 H a eⅢ 、 P v uⅡ の 3種 類 の 制 限

酵 素 を 用 い た R F L Pを 実 施 し 、 L i c u r s iら の 報 告 に 従 っ て 遺 伝 子 型 別

を 行 っ た (図 １ )。

【 結 果 】

未 発 症 牛 は 、 H o lで は Ⅰ 型 7 2頭 ( 7 8 % )、 Ⅱ 型 2頭 、 Ⅲ 型 4頭 、 Ⅴ 型 14

頭 で 、 J Bで は Ⅰ 型 8 9頭 で ( 1 0 0 % )あ っ た (図 2 )。 発 症 牛 3頭 は 全 て Ⅰ 型

で あ っ た 。

酪 農 場 で は Ⅰ 型 の み (農 場 E )、 Ⅴ 型 の み (農 場 A )、 Ⅰ ・ Ⅴ 型 の 混 在

、 。(農 場 B・ C ) Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ ・ Ⅴ 型 の 混 在 (農 場 D )の 場 合 が あ っ た (図 3 )

出 生 地 別 の 遺 伝 子 型 別 頭 数 は 、 図 4の 通 り と な っ た 。 H o lで は 、 陽

性 検 体 の う ち 7割 以 上 が 北 海 道 の 出 生 で 、 そ れ ら か ら Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ ・

Ⅴ 型 が 検 出 さ れ た 。 約 2 4 %を 占 め る 和 歌 山 県 出 生 の 検 体 か ら は Ⅰ と

Ⅴ 型 が そ れ ぞ れ 同 数 検 出 さ れ た 。 J Bで は 全 て Ⅰ 型 で 、 陽 性 検 体 の う

ち 7割 近 く が 和 歌 山 県 の 出 生 で 、 そ の 他 1道 1府 7県 の 出 生 で あ っ た 。



【 考 察 】

今 回 、 県 内 で 検 出 さ れ た B L V遺 伝 子 は Ⅰ 型 が 最 も 多 く 分 布 し て い

る こ と が 判 明 し 、 全 国 的 な 傾 向 と 同 様 で あ っ た 。 し か し 次 に 多 く 検

出 さ れ た の は Ⅴ 型 で 、 2番 目 に Ⅲ 型 が 多 い と い う 全 国 的 な 傾 向 と 異

な っ て い た 。

H o lの 型 別 単 一 農 場 (農 場 A・ E )で は 、 今 回 の 陽 性 検 体 の 牛 は 全 て

自 家 産 で 預 託 歴 は な か っ た 。 し か し 、 農 場 内 で 数 年 前 ま で 県 外 導 入

や 預 託 歴 の あ る 牛 が 数 頭 存 在 し て お り 、 過 去 に 県 外 か ら 侵 入 し た B L

Vが 農 場 内 で 拡 大 し た も の と 考 え ら れ た 。

H o lの 型 別 混 在 農 場 (農 場 B・ C・ D )で は 、 今 回 の 陽 性 検 体 の 牛 は 共

通 し て 出 生 地 が 県 外 ま た は 県 外 預 託 歴 の あ る 県 内 出 生 で あ り 、 県 外

か ら の 複 数 の 感 染 経 路 に よ り B L V遺 伝 子 が 農 場 内 に 侵 入 し た 可 能 性

が 示 唆 さ れ た 。

、 。一 方 JBで は 農 場 ・ 出 生 地 に 関 わ ら ず 全 て の 検 体 で Ⅰ 型 で あ っ た

Ⅰ 型 は 国 内 最 多 の 遺 伝 子 型 で あ り 、 由 来 が 全 く 同 じ と も 考 え に く い

た め 、 今 後 J Bに つ い て は 対 象 農 場 や 検 体 数 を 増 や し て 調 査 を 進 め る

と と も に 、 遺 伝 子 の 分 子 系 統 樹 解 析 等 の 更 な る 詳 細 な 解 析 が 必 要 で

あ る と 考 え ら れ た 。
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